
足場

軒先 SRC梁上及び折板先端から 600mm程度までの既設狭あい部に残存する斑状態の付着物

解体配置図　 S=1： 400
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樹木撤去　250φ　H=3,000　1本

樹木撤去H=1,500　5本

樹木撤去H=3,000　3本

樹木撤去H=3,000　3本

樹木撤去H=1,500　1本

記念碑（RC製）撤去

650*700*200

高師緑地
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一 部庭石撤去か所

和風集会室通路撤去　 33.8ｍ 2

建物廻り　 114ｍ 2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ｶｯﾀｰ入れか所

41.4ｍ程度

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 (厚 30） 撤去か所

基礎：1,500*2,400*150

樹木撤去　450φ　H=9,000　1本

ﾌｪﾝｽ撤去H=1500

ｱｽﾌｧﾙﾄｶｯﾀｰ入れ

既設ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装部分

（駐車場）

樹木撤去か所

極小残材：

工
事
出
入
口

大集会室屋根アスベスト除去手順

ﾌｪﾝｽ内基礎 ｺﾝｸﾘｰﾄ撤 去　 1ｍ 3程度

既設浄化槽撤去　 110人槽、 40人槽

樹木撤去H=800　8本

既設浄化槽110人槽

既設浄化槽40人槽

W=5,200 W=5,200
H=5,330H=1,130

H=3,750

W=3,410

但 し、 GLより深さ 1mまでは、撤去済

GL GL

GL

撤去浄化槽断面図　S=1：200
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5.1

6.6
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園路

園路

園路

吹き付け ﾄﾑﾚｯｸｽ(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有）極少残材撤去範囲

延べ面積（ｍ2） 階数構造

RC

S

一部 S
RC・ SRC

S

浄化槽躯体撤去範囲

浄化槽躯体撤去範囲
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足場

足場

1階屋根

防音ｼｰﾄ

床:0.15mmﾀﾞﾌﾞﾙ

天井壁：0.1mmｼﾝｸﾞﾙ

屋根昇降用及び防音ｼｰﾄ下地用足場

600

玄関

大集会室

大集会室大屋根

ｱｽﾍﾞｽﾄ極少残存物範囲

(斜線部）

N

大集会室折板屋根軒裏既設吹き付け ﾄﾑﾚｯｸｽ（ ｱｽﾍﾞｽﾄ含 有）極小残材撤去

ﾌｪﾝｽ撤去H=1500

ﾌｪﾝｽ撤去　 H=1,500　 23.6ｍ

浄化槽躯体撤去範囲

客土埋戻済

客土埋戻済

客土埋戻済

ｱｽﾍﾞｽﾄ除去区画ｴﾘｱ養生

既設折板屋根

アスベスト除去

区画ｴﾘｱ養生

0.1mmｼﾝｸﾞﾙ

ﾌｪﾝｽ撤去H=1500

床、壁、天井養生ｴﾘｱ

庇通路（RC)

玄関倉庫屋根（RC)

GL+3,550

大集会室屋根（折板）

GL+6,150

負圧除塵機

断面詳細概要図

ｱｽﾍﾞｽﾄ撤去養生参考図

単管下地・防炎ｼｰﾄ　

27,000

22,000

単管手すり
足場

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ

ｴｱｰｼｬﾜｰ

★

23.4

1,682.1

作業者は、保護衣 ･保護 ﾏｽｸを着用し撤去を行う。

作業区画内で火を使用する作業、火花を発生する作業は禁止

2.負圧集塵機、 ｴｱｰｼｬﾜｰ設置　 (石綿除去： ﾚﾍﾞﾙ1）

3.旧折板屋根切り取り折り曲げ W=600程度

（ 282ｍ 2）

1.ｶﾊﾞｰ工法折板取外し、除去部分周辺を ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄにて養生　床： 0.15mmﾀﾞﾌﾞﾙ、天井壁： 0.1mmｼﾝｸﾞﾙ

大集会室梁と折板面を ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄにて養生　　 0.1mmｼﾝｸﾞﾙ

4.飛散防止剤を折板及び梁上に吹き付け後斑状残存石綿含有 ﾄﾑﾚｯｸｽ撤去（ 42ｍ 2）

5.除去した石綿含有 ﾄﾑﾚｯｸｽは、袋詰めの後 ﾌﾚｺﾝﾊﾟｯｸ詰めとし、

特別管理型産業廃棄物処分にて埋め立て処分する。

大集会室天井懐内に残存 ｱｽﾍﾞｽﾄがないことを目視及び粉塵濃度測定にて行う。


